
NO.304 2023 年 10 月号      はつかいち市民図書館 

（2023 年 10 月１日発行)        電話（0829）20-0333 

                     廿日市市下平良 1-11-1 

           ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

《申込方法》 
市ホームページの応募専用フォームから 

          （ＱＲからどうぞ） 

※ はつかいち市民図書館ホームページのお知らせから

も、応募専用フォームへアクセスできます。 

※ 入力していただいた個人情報は、公演後に破棄します。 
 

《応募時の注意》 
※ １回の応募で、代表者の方を含めて３人まで応募でき 

ます（３歳以上）。３歳未満の方については、人数のみ

を選択してください。 

※ 応募は１組につき１回限りです。 
 

《応募期間》 
 令和５年１０月１日（日）０：００から 
 令和５年１０月３１日（火）２３：５９まで 
※ 応募者全員に結果をメール通知します。応募者多数の 

場合は抽選になります。応募フォームに入力したメー

ルアドレスに図書館からの通知が届くよう、

@city.hatsukaichi.lg.jp のドメイン受信が可能な設定

をお願いします。 

《お願い》 
※ ご観覧をキャンセルされる場合は、はつかい

ち市民図書館までご連絡ください。その際は

お電話での連絡をお願いします。（抽選結果

メールに返信はしないでください。） 

ＴＥＬ：（０８２９）２０－０３３３ 
 

※ 当日、熱がある、咳が出るなど体調の優れな

い方はご参加をお控えください。 
 

※ 当日は駐車場の混雑が予測されるため、公共

交通機関でご来場ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はつかいち市内で活躍しているボランティア団体「どんぐり座」「おはなしスタジオ」による人形

劇などの公演です。 

観覧をご希望の方は、市ホームページの専用フォームでお申し込みください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問い合わせ先》  

はつかいち市民図書館  

 TEL（0829）20-0333 

平日  9：00～19：00 

土日祝 10：00～18：00 

と き  令和５年１１月１８日（土） 

    １０：３０～１１：３０（開場１０：００） 

ところ ウッドワンさくらぴあ リハーサル室 

内 容 人形劇「おむすびころりん」他 

対 象 ３歳以上の幼児（保護者同伴） 

定 員 ４５名程度 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく入った本（一般書） 
 

図書館に新しく入った本の一部を紹介します。 
 

『量子コンピュータの頭の中』束野仁政／著 技術評論社 007.1 ﾂ 

『忘れながら生きる』群ようこ／著 文藝春秋 B019.9 ﾑ 

『泣きたい日の人生相談』岸見一郎／著 講談社 S159 ｷ 

『原爆初動調査隠された真実』NHKスペシャル取材班／著 早川書房 S210.7 ｹ 

『業務改善の問題地図』沢渡あまね／著 技術評論社 336.2 ｻ 

『大学職員のリアル』倉部史記／著 中央公論新社 S377.1 ｸ 

『日本列島誕生のトリセツ』高橋典嗣／監修 昭文社 455.1 ﾆ 

『なぜヒトだけが老いるのか』小林武彦／著 講談社 S491.3 ｺ 

『いつもの食材で体がととのうレンチン薬膳ごはん』齋藤菜々子／著 家の光協会 596 ｻ 

『メダカが増やせる本』馬場浩司／監修 世界文化社 666.9 ﾒ 

『絵本作家降矢なな』降矢なな／画  MIMOseele／編 共同文化社 726.6 ﾌ 

『スポーツの価値』山口香／著 集英社 S780.4 ﾔ 

『日本のことを 1 分間英語で話してみる カラー改訂第 2 版』広瀬直子／著 KADOKAWA 837.8 ﾋ 

『行動する詩人栗原貞子』松本滋恵／著 溪水社 911.5 ｸ 

『世界でいちばん透きとおった物語』杉井光／著 新潮社 BF ｽ 

『アイヌ神謡集』知里幸惠／編訳 中川裕／補訂 岩波書店 B929.2 ｱ 

『思い出すこと』ジュンパ・ラヒリ／著 中嶋浩郎／訳 新潮社 971 ﾗ 

《テーマ展示》 

『歌川広重と東海道五拾三次』 
 

 令和 5 年 9 月 30 日（土）～12 月 3 日（日）

ウッドワン美術館にて「歌川広重 二つの東海道 

五拾三次～保永堂版と丸清版～」が開催中です。 

はつかいち市民図書館では、歌川広重の浮世絵や

東海道五拾三次に関する資料を展示しています。 

 

《中央展示》 
 

『空き家活用のヒントあります！』 

廿日市市役所には市内の空き家に関する相談 

窓口があるのをご存じですか？ 空き家を貸し 

たい、売りたい、住みたいと考えている方は、 

ぜひご活用ください。 

 10 月の中央展示では空き家、不動産、リノ 

ベーション、片づけなどに関する資料を展示し 

ています。 

《企画展示》 

『臓器移植について ～だれかのいのちを救うきっかけになるかもしれない～』 
 

 臓器移植は病気や事故によって臓器の機能が低下し、移植でしか治らない人に、他の人の臓器を移植し健

康を回復する医療で、１０月は、臓器移植普及推進月間です。 

 一度、大切な人たちと、臓器移植について話してみませんか。知らない誰かや家族、自分の命を救う 

きっかけになるかもしれません。（協力：公益財団法人 ひろしまドナーバンク） 

 

  今月の展示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中健一さんは、子どもの本の出版社、福音館書店で 1969 年から 50 年を超えて発刊さ

れ続けている月刊誌「かがくのとも」の編集者として活躍中です。長年愛されている「かがくのと

も」は、どのように作られているのでしょう？ 出来上がった本からは見えない編集者の思いや

工夫など編集の仕事について講演の内容をお伝えします。 

月刊「かがくのとも」ができるまで
-「かがく」の楽しさを伝える編集者のお仕事-

～編集とは何か？～ 

 
 編集者は、その作品を読む最初の読者で「黒子」。テーマに沿

って作家を選び、その作品に合った文が幼児に通じるかどうかを

見極めて、作家に伝える役割を担っています。同誌の編集者

は、現在４人。創刊の 1969年前後は、大阪万国博覧会開催な

どで科学への期待が膨らんでいた時期でした。科学が進めば正

しいことが明らかになって、二度と戦争のような過ちを犯さない、

という期待があったのではないかと田中さんは言います。 

 

～幼児に科学を伝える～ 

 
 幼児という時期に、この世界の素晴らしさ、

美しさを見つめ、心の根底に人生や世界を肯

定し信頼を養うための「科学」と出合う。つま

り、幼児向けの科学絵本は、一生を支える生

きる力を、心の奥底で養うもので、知育では

ないということです。 

田中さんは、幼児向け科学絵本の意義について、「子ども時代にこの世界への信頼感を構築させること」だとお話され

ていました。編集者の名前は表には出てきませんが、お話を伺った後に改めて絵本を開くと、「かがくのとも」編集部の皆

さんの思いが伝わってくるようです。これから毎月どんな「かがくのとも」が届くのか、さらに楽しみになる講演会でした。 

  

～科学の絵本を作る～  

 

ひとつのテーマで数年の製作期間がかかる「かがくのとも」。大勢の子ど

もたちに向けて作るため、その題材が読者対象の６歳児に文章や絵で説

明できるかどうかがテーマを選ぶひとつの目安になっています。テーマは

人文、自然、社会の各科学分野に、遊び・工作に分かれ、その中に「乗り

物」や「昆虫」「植物」など人気のあるテーマが入ってきます。 

「かがくのとも」は、図鑑にはない、物語の流れをもつ絵本形式を大切に

しているそうです。物事を最初から最後まで、時間の流れを追って描くこと

が出来る絵本形式は、対象となる生きものや植物を深く知ることに寄与し、

この世界の美しさを伝えやすい表現形式だからだとのこと。実際に「乗り

物」「自然」「あそび工作」の絵本の参考例となる絵本３冊を投影しながら、

物語の流れを意識した科学絵本を作る際のポイントを紹介していただきま

した。 

参考例として紹介された「かがくのとも」 

乗り物絵本 

『うみのみちしるべ』（2021年 2月号） 

自然の絵本 

『ほたるのひかりかた』（2022年 6月号） 

あそび工作の絵本 

『こどもおこのみしょくどう』（2023年 9月号） 



 

【対象】乳幼児 

【定員】各回先着６組程度  

    ※整理券が必要です。 

【時間】1 回目 1０時３０分～  

    2 回目１１時～ 
 

 整理券は、相談カウンターで配布しています。 

  

【対象】幼児～小学校低学年 

【時間】11 時～ 
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１０月の図書館カレンダー 

 

 


